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人間と仲良くなり
たい赤鬼が人間と
仲良くすることに
失敗して親友の青
鬼に相談します。
そこで青鬼が考え
た作戦は、自分が
人間の村で …

懐中電灯でほっぺた
を照らすと赤く見え
るのは、なぜだろう
か。やさしい実験を
おりまぜながら、血
の働きをわかりやす
く描き、血と生命の
大切さを伝えます。

ケーブルカーの歴
史を綴り、廃止運
動を乗り越えて存
続するに至った
ケーブルカーを
メーブルという主
人公を通して描い
たお話です。

ふぶきの夜ゆきお
んなに出会い、父
親を失ったみのき
ち。意気消沈した
みのきちは、旅を
する娘と幸せにな
ります。その娘の
正体は……。

ふしぎな少年の勇
気と友情が、人々
に恐れられていた
竜の心をなごませ
ます。気品ある絵
が、愛と善意の世
界の奥ゆきを深め
ています。

病気のお母さんに食べ
させようと、３人の兄
弟たちは、やまなしを
もぎに出かけます。
道すがら、ひとりの婆
さまに声をかけられま
すが、上の２人は婆さ
まの話を聞かずに進
み、沼の主に飲み込ま
れてしまいました。

サルが山からおりてき
て、海に釣り糸をたら
すと、大ダコが現れて
糸を引っぱり、竿をと
ろうとします。そこで
２匹の引っぱりあいに
なり、それぞれが助け
をよび、引っ張り合い
が始まります。

おじいさんの大切なお
ばさんを殺したたぬき
の仇をとるべく、勇敢
で賢いうさぎは、あれ
よこれよとたぬきに仕
返しをします。たぬき
はうさぎの言うことを
信じて、痛い目に遭
い、最期は……。

くまさか先生はある
とき授業の終わりに
宿題を出します。ど
んなどろぼうをして
くるのかと思いき
や。自分のうちから
取ってきたとか、あ
りのたまごをどろぼ
うしてきたとか…

帰り道の途中で大き
なキャラメルを見つ
けたぺっちゃんは大
喜び。妹のなっちゃ
んがこないうちにと
夢中でなめている
と、３びきの大きな
黒ありに取り囲まれ
て……

病気で空を飛ぶことの
できない子どものため
に、北の国に帰る時期
を遅らせていたおおは
くちょうの家族。しか
し旅立ちの日は近づい
ています。そして、お
とうさんは子どもをお
いていくことに…。

たいは、なかよしのこう
たと、すごいけんかをし
た。けりをいれて、パン
チした。さいごにこうど
つかれて、しりもちをつ
いた。くやしくて、泣き
ながら走ってうちにに
帰った。こうたがあや
まってくれたけど、まだ
けんかの気持ちは終わら
ない・・・。

「みるな」と、あね
さまからかたく言わ
れた12番目のくらの
戸を、ついにあけて
しまった若者は…
…。
日本の四季が息をの
む美しさで描かれた
昔話絵本です。

けいてぃーはキャタピラ
のついている赤いトラク
ターです。除雪機をつけ
ると、雪をかきのけるこ
とができました。でも、
雪の少ないうちはけい
てぃーはじっと待ってな
ければいけません。ある
日大雪がふり、ほかの雪
かきトラックは動けなく
なりました。

老人があらわれて、ひ
とつぶのめば子どもが
ひとり生まれるという
小さな丸薬を九つくれ
ました。おばあさんが
その丸薬をのむと、あ
る日とつぜん、九人の
あかんぼうが生まれた
のです。

かあちゃんに毎日おこ
られてばかりのけん
ちゃん。子どもの気持
ちをていねいに描き、
毎日の中にある大切な
自分の気持ち、家族を
愛おしく想う気持ちを
発見させてくれます。

消防署で働く彼らの姿
は、いつ何度読んでも胸
がドキドキしてしまうの
です。正確な描写、迫力
のあるスピード感、その
上愛嬌まであって。子ど
もたちが本当に夢中にな
るのは小さなじぷたの雄
姿なんですね。胸がス
カッとする1冊です。

正月の餅を買うため
に、笠を持って町に売
りに出かけました。
戻ってくる途中、野原
に立っているお地蔵さ
まに雪が積もっている
のを見て、持っていた
笠を全部かぶせてあげ
ました。翌朝、どこか
らか橇引きの声が…。

ハリーは黒いブチが
ある白犬。なんでも
好きだけど、お風呂
は大嫌い。ある日、
お風呂にお湯を入れ
る音が聞こえると、
ハリーはお風呂のブ
ラシを持って逃げだ
します。

雪深い山里で一羽の鶴
が翼に矢をうけて、苦
しそうにしています。
そこを通りかかった、
若者の男が、矢を引き
抜き、介抱してあげま
した。その晩、家の戸
の前に美しい女
が・・・。

春に生まれ、夏に大
きく成長し、秋に紅
葉となり、冬には枯
れゆく、そして春に
は新たな命の営みが
始まる、命が巡り
巡っていくことを優
しく語りかけてくる
ような物語です。

「かがみよ かがみ
このよで　 いちば
ん うつくしいのは
だあれ？」
おきさきさまは、
まいにち かがみに
むかって たずねま
す。

冬のあいだ、ずっとね
むっているリスとハリ
ネズミとクマは、雪を
見たことがありませ
ん。白くて、しめっぽ
くて、つめたくて、や
わらかい…。
雪を見るために、冬が
くるまで、おきていな
くちゃー！！

お母さんはあやちゃ
んが生まれた時のこ
とを話してくれま
す。赤ちゃん誕生を
めぐる家族の期待、
喜び、感動を、しみ
じみと温かく描きま
す。

動物たちが町へ買い物
に行きました。チータ
は蝶ネクタイ、シマウ
マは羽の付いた帽子、
ワニは……。買い物を
終えたみんなは、動物
園のカモシカの家へい
きました。一軒ごとの
店の佇まいと動物の表
情が楽しい絵本です。

貧しいワルターはリ
ンゴの木を一本持っ
ていましたが、実が
一つもなりません。
「ひとつでいいから
実がなりますよう
に」とワルターは願
います。その願いは
叶って・・・

働きすぎて、目をまわ
した信号機のぴかく
ん。さあ、街は大混
乱。人も自動車もご
ちゃごちゃになりま
す。長新太のユーモア
たっぷりに細かくかき
こまれた絵で信号機の
１日を描きます。

ぼくはおふろが大好
き。あひるのプッカ
をつれてはいると、
かめやペンギン、
オットセイやくじら
まで登場して……。
子どもの空想の世界
が描かれています
よ。

ある日、ぼうやは、
わゴムがどのくらい
のびるか、ためして
みることにしまし
た。部屋からそと
へ、バスで、汽車
で、飛行機で、わゴ
ムはどんどん、どん
どんのびて……。

おたんじょうびに届い
たプレゼント。びんに
はいったおたまじゃく
し！！
しかし、びんの中から
台所のながし、お風呂
の中、そしてもうどう
みてもアパートにいる
のは無理なほど大きく
なってしまいます。



おなごわらしのあやは、
山菜を取りに行って迷い
込んだ山奥で、目もさめ
んばかりの一面の花を見
る。優しいことをすれ
ば、花がひとつ咲く。う
そではねえ。本当のこと
だ・・・。

春、ふきのとうが芽を
出すと、大男の大太郎
はふきという女の子の
ことを思い出す。ふき
は、おとうを殺した青
鬼に戦いをいどんだ。
その時なだれがおきて
…

森で迷子になった女の
子は、小さな家を見つ
けます。食堂には大き
なお椀、中くらいのお
椀、小さなお椀に入っ
たスープが。女の子は
小さなお椀のスープを
ぜんぶ飲んでしまいま
す。実はこの家は３匹
のくまの家でした…。

ぐるんぱは、ひとりぼっ
ちの大きなぞうです。ビ
スケットやさん、靴屋さ
ん、ピアノ工場、自動車
工場…色々な仕事場で一
生懸命に働きますが、つ
くるものが大きすぎて失
敗ばかり。そんなときぐ
るんぱは、子どもがたく
さんいるお母さんに出会
います。

このごろ，こわい
顔して愛想のよく
ないカバの歯医者
さん。患者さんは
歯がいたいけど，
カバさんはこわい
顔。どうしたので
しょう。

「ぼくは　ひとり
で、せかいじゅうを
みて　こられる」
でも、こすずめは、
遠くまで行って、迷
子になってしまいま
した。すこしずつ
羽根が　いたくなっ
てきました。

大雪が降る夜。ねずみの
おいしゃさまが寝ている
と、リスさんから電話が
かかってきました。「ぼ
うやがかぜをひいて、ね
つをだしていますから、
すぐきてください」。奥
さんに心配されながら、
ねずみのおいしゃさまは
スクーターに乗って出か
けていきます。

「さるのおしりはぬらし
ても、じぞうのしりはぬ
らすなよ」
おじいさんをお地蔵様と
まちがえたおさるたち、
川向こうのお堂へおまつ
りしようと、はやしうた
をうたいながらおじいさ
んをかかえて川を渡って
いき・・・。
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八郎は樫の木ほどもあ
る大男でしたが、もっ
ともっと大きくなりた
いと願います。村を守
るために海に入り、波
と闘い、海に沈みなが
ら、八郎はなぜ自分が
これまで大きくなりた
かったのかを悟りま
す。

むかし、天にあっ
たひばりの巣。悪
い黒雲おやじに子
どもをふみ殺され
たひばり一郎次は
弓矢で…。麦に
なったというひば
りの矢の物語。

夜中、妹のあさを小便
に起こしたとき、夜空
いっぱい青白くもえる
流星群をみた。火の鳥
が飛んだのだ。その年
はキキンになる。あさ
は火の鳥を退治せねば
と山へと入った
が・・・。

一日のうちに半日しか
日のあたらない半日
村。この貧しい村に少
しでも日があたるよう
にと、村の後ろの山を
けずろうと決心した一
平。始め村人は笑って
いたが、次第に協力し
てとうとう・・・。

イワナを釣りに来
て山奥へ迷いこん
だ三平は山ン中に
ぽっと明るいまど
を見つけた……。
力を合わせて猫ば
ばを退治する痛快
な絵本。


